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内
外
交
捗
訴
器
に
お
け
る
英
国
弁
護
士
の
投
融

林

也市
二F可

実

は

や

め

こ

内
外
ー
父
沙
訴
訟
と
は
、

子

米此
wuvi
通
商
条
約
を
は

ν
め
と
オ
る
不
市
f
等
条
約
締
結
同
仁
川
斗
本
が
領
事
裁
判
権
を
認
め
て
い
に
叫
加

お
よ
び
川
町
内

へ
九
行
止
に
、
は
y
p
の
い
武
川
J

同
一
に
提
起
え
れ
た
外
川
人
混
合
か
ら
川
六
l

人
彼
告
に
討
す
る
尺
つ
よ
訴
訟
、

へ
を
被
d
l

「
名
ど
す
る

1
1
人
の
絞
バ
t
F
八
い
け
叫
す
る
刊
出
川
J

訴
訟
の
F

L

と
灯
、
あ
る
(
!
木
人
ム
ア
外
判
人
を
訴
え
ア
一
ω
民
市
川
訴
訟
は
領
事
故
刊
}

2
-

な
J

、
各
パ
ペ
叶
の
泊
予
へ
訴
訟
提
起
す
る
一
し
た
布
で
は
民
台
、
訴
訟
の
み
を
取

一ムー、

i
L

f
i
J
l
i
y
 

一
一
一
山
川
一
一
外
父
砂
訴
訟
に
J

い
て
は
、
ご
れ
ま
ご

い
ず
れ
も
恒
副
論
点
の
侭
は
い
と
ど
ま
り

町市

F
裁
判
制
党
と
川
明
治
初
期
の
民

F
訴
訟

7
絞
研
究
の
双
方
か
ら
別
内
閣
に
?
わ
れ
と
お
り
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
統
合
ノ
て
杭
理
す

る
こ
と
は
な
さ
れ
仁
こ
な
か
っ
た
。

J
+

早
川
女
な
川
削
究
は
坑
」
宇
ま
れ
て
い
る
も
の

父
渉
訴
訟
「
統
の

W
J凡
川
出
程
の
合
体
像
h
J
未
だ
叫
り
か
い
は
な
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
あ
る

U

そ
う
し
た
状
川
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

、内中一寸川レ
J

。、

4
4
l
 内
札
父
持
訴
訟
に
お
い
て
主
人
日
刊
行
業
!
の
果
た
し
た
役
割
や
引
ら
か
に
、
し
」
う
と
す
る

内
外
交
路
訴
訟
の
恥
良
子
続
に
附
刊
す
る
議
拾
を
川
公
邸
内
ず
る
レ
と
も
に

も
の
♂
あ
る
し
本
一
禍
P
「
い
弘
江
口
語
研
允
の
成
照
不
や
ふ
ま
え
し

有
料
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そ
の
戸
大
能
川
い
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
y

チ
試
み
ん
い
、

で
は
特
に
烹
同
弁
一
授
の
活
動
状
況
に
げ
巨
す
る
が
、

そ
の
閉
山
山
は
い
治

八
却
で
み
る
で
つ
に

H
英
修
刻
述
羽
条
約
に
お
け
る
ぬ
汁
悔
の
組
定
が
領
事
裁
判
別
昨
ア
付
外
交
渉

d
訟
-L
お
け
る
悲
六
I
f

な
ハ
て
い
た

ず
さ
に
い
点
、
ズ
て
、
第
一
λ

即
で
示
す
よ
う
に
究
刊
の
事
件
数
が
多
い
こ
/
一
に
あ
F

句、

内
外
交
沙
訴
訟
の
制
度
概
略

(1} 

条
約
上
の
線
操

日
米
修
好
通
同
条
約
以
伴
の
い
わ
ゆ
る
不
平
等
条
y

わ
い
お
い
て
、

内
外
父
お
訴
訟
の
扱
い
づ
に
は

日
仰
の
も
の
が
あ
る

=
U
4
山
政

判
管

P主
催
を

め
之

条
手:'j

5:11 
p 
あプ
;;)口

J 

ス
ノr

ス

円
上
干
の
裁
判
管
特
権
を
底
引
と
し
亡
認
め
て
い
な
い
条
約

ょ，

4
~

仏

ベ

ル

よ

!

i
M
m
例ト
y-

な
る
T

独
終
好
日
出
荷
久
人
約
州
市
計
一
条
リ
同
一
川
士
ン
均
一
泡
国
ノ
人
民
ヨ
リ
司
本
ノ
人
民
一
一
主
、
ン
日
ぷ
ス
ル
け
ど
ノ
弓
ハ
本
伝
記
い

北
ヴ
件
以
ム
夜
間
ス
ヘ
、
~
J

芥
ン
リ
T
A
I

人
ヨ
リ
担
問
逸
同
人
ニ
封
ン
訴
訟
ス
ル
よ
争
ア
一
プ
ハ
濁
迄
長
巨
ノ
~
ロ
ノ
裁
断
ス
ヘ
ン
」
と
て
い
仮
ハ
い
白
人
や

闘
の
裁
判
管
棋
を
認
め
て
い
る
ま
戸
、

3
1

内
心
伶
好
沼
崎
条
約
議
ハ
た
に
は
、
「

1
ト
仏
人
に
対
行
法
を
相
比
一
ケ
ア
一
ω
中
川
市
利
加
入
は
、

凶
ヱ
利
川
コ
デ
J

L

ル
決
断
所
に
で
吟
味
の
!

中
日
平
生
利
加
の
す
い
号
を
以
て
出
す
べ
し

世
出
者
引
加
入
へ
対
し

法
を
犯
」
た
る

U
心
人

は
、
じ
ト
ハ
役
人
札
の
上
、

ー
に
の
法
度
を
以
仁
門
副
す
べ

L
一
と
あ
り
、
民

F
F件
に
つ
い
て
は
同
朱
終
段
に
、
じ
計
千
卒
/
「
河
川
一
巾
一
星
利

ト
ル
コ
ン
シ
〕
ル
裁
掛
巧
は
、

U
八
力
商
人
、
也
渋
干
の
事
を
も
、

ハ
ム
け
に
故
、
っ
べ

L
一
と
嵐
t

心
す
る
ラ
)
の
条
九
人
に
よ
れ
ば
、
刑
事
事
件
に

つ
い
し
は
じ
本
h
J
R
半
人
被
丹
人
に
け
刈
す
る
裁
判
管
料
を
右
す
る
こ
と
が
可
は
で
あ
り
、

他
川
川
記
事
事
川
に
つ
い
て
の
州
市
疋
は
回
収
昧
で

は
あ
る
す
も
の
の
、

円
本
の
法
判
所
じ
も
民
事
事
付
の
処
仰
が
で
さ
る
こ
と
に
は
町
内
坦
な

灼
]
f
勺
、

f
J
 
uh丈
ル
怖
い
配
通
商
条
約
で
は
、

内
外
交
雪
山
沿
の
え
市
七
七
件
に
お
り
る
裁
判
管
特
は
日
本
に
は
な
く
、

円
本
人
が
被
告
と
な
る
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下
件
の
場
ム
け
に
も
ま
ず
は
英
国
治
川
却
が
収
り
扱
う
こ
と
こ
さ
れ
F
C

す
な
わ
ち
第
ヘ
条
に

1

鋭
利
よ
川
中
人

R
X
人
に
付
て
必
ふ
~

き
h
v
し
め
ら
は
コ
ン
ン
L

バ
法
に
社
主
主
旨
を
y

へ
し
コ
ン
ン
ェ
ル
吟
味
の
上
石
高
に
処
置
ず
へ
」

万
一
立
到
り
円
六
人
司
一
リ
鋭
利
1
h

尼
一
止
人
い
就
て
2

、
て
ン
ー
一
ル
ヘ
一
市
J
Z
A
J
7
事
あ
る
共
J
人
コ
ノ
ゴ
ル
宇
、
と
に
丸
出
す
ヘ
レ

一G

本
司
人
へ
市
リ
倶

γ
一
吟
味
し
11
叫
伐
の
引
析
を
為
す
へ
し
一
と
あ
り
、
す
ん
何
人
か
ら
の
い
本
人
へ
の
訴
え
は
柴
田
領
下
(
コ
ン
シ
一
ル
)

品
コ
ン
~
J
ユ
ル
足
JP
一
込
町
宵
〕
酔
き
時
は
い

に
中
L
4
亡
、
荒
川
門
領
事
が
昨
味
内
実
立
に
処
圭
一
し
、
ま
た
、
領
事
が
処
萱
C
F
る
こ
と
が
雨
前
叶
な
事
業
の
場
合
に
は

l
本
の
裁

判
所
へ
中
し
!
げ
で
ご
ヤ
十
八
に
わ
だ
9

Q

こし
f

一
日
子
規
定
さ
れ
た
の

C
あ
品
。
支
白
人
に
盟
パ
M

仰
す
る
訴
一
訟
は
、
ど
ち
ら
か
ら
訴
、
λ
る
場
介
で

あ
J

J

I

、ーも、

治
以
ポ
シ
一
絞
山
し
f

、
紛
争
処
刑
叫

1
続
が
間
給
さ
れ
ふ
「

日
本
人

d
E
~出
直
娘
、
長
い
i

怖
州
事
に
訴
え
を
提
仰
山
}
戸
じ
き
る
よ
う
に
は

持
一

英
同
人
口
市
v

向凶山

υ本
の
政
判
所
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
ぺ
し
さ
る
仁
、
つ
仁
は
な
っ
て
い
な
i

ぜ
〉
た
い
に
し
、

な
コ
一
一
に
い
る
が
、

戸
(
し
ニ
上
一
A
i

、

、
j
l
d不
Z

第
七
か
た
で
は
、

)
ポ
ド
ケ
今
、
守
、
一
午
吹
?
+
H
h
2
8
k
u
一
t

〆
打
作
矛

ι
7
:
1
3べ
一
炉
内
口
イ

4
4
、
市
レ
オ
、

ポ
件
の
処
引
に
つ
い
て
は
「
円
木
間
人
の
机
利
ト
ん
は
甜
人
l
h

議
佳
あ
る
も
川

川直債

内.fJけよ山内JOJ¥おける共1"1ノf;誌|の役手

本
司
人
ど
を
処
UHL
す
と
は
同
段
プ
γhv
ヘ
レ
と
定
め
て
い
μ
り
、
共
同
人
が
円
本
人
の
債
務
者
に
〉
い
て
の

J

り
え
合
T

本
政
府
に
杭
起
で

こ
♂
は
で
誌
な
い
が
、

枚
以
事
喜
一
刊
に
お

v

て
は
内
ち
に
リ
ギ
の
政
判
此
に
川
又
ー
人
を
訓
え
る

牙
点
人
に
対
ー
し
て
偵
筏
弁
憎
い
や
?
市
め
る
馬
台
に
は
ヰ
本
の
裁
判
川
川
で
も
扱
え
る
)
い
う
も
の
で
あ
う
う
た

C

ノ「、の

き
る
i

Z

J

に
な
っ
て
い
る
J

J

火
固
と
の
仏
人
れ

J

で
は
原
則
的
に

u
E
幻
滅
刊
刈
に
お
い
て
外
斗
人
が
点
、
一
/
を
提
起
す
る
訴
訟
を
去
辺
し
、

育
同
J

T

一
打
う
際
の

7
絞
規
則
J

V

{

止
め
る
ご
と
が
で
き

ナ
」

泊
、

る
か
ど
う
が
、
土
#
亡
の
よ
、
ぺ
一
い
九
七
め
る
か
こ
い
う
干
)
ピ
が
定
例
臥
に
開
港

L
紛
争
が
増
加
す
る
一
ド
従
円
一
て
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(
2〉
子
続
の
制
定

内
科
父
渉
訴
芯
を
め
ぐ
る
℃
J

続
矧
ヰ
引
の
別
1
4
状
況
と
内
容
に
引
し
て
、

そ
の
展
開
を
は
て
乃
る
ー

内
外
交
が
訴
一
訟
は
、

J

J

、
一
¥

d

J

U

l

 

干
続
規
則
の
お
恥
定
ぃ
迭
問
何
に
応
じ
て
=
つ
の
悼

J

照
に
よ
引
で
さ
ふ
「
丸
山
町
以
向
渋
川
刊
の
府
県
。
同
市
場
裁
判
所
じ
お
い
て
紛
下
処
理
を
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ノ
れ
什
こ
い
F

時
期

八
六
ム
ペ

約
一
期
は
外

H
K
へ
の

ft伝
説
則
の
一
刻
い

m公
認
か
ら
い
片
山

ρ
訴
訟
法
的
公
布
ま
一
」

ヘ
七
白

ー、
J

、
ー
¥
し
、
ノ
、

j
y
t

ノ

/
t
ノ
〆
)

へ
改
正
条
約
の
悩
む
)

ま

で

(

八

ん

一

八

ル

ぬ
宅
則
は
い
民
台
、
訴
訟
法
の
凶
行
か

ん
)
き
あ
る
J

A

+
杭
と
は
、
抗
期
r

H
引

期
の
干
絞
反
引
を
概
説
す
る

第

期

関
浴
場
の
府
県
・
関
市
場
裁
判
所
に
お
け
る
紛
争
処
理
{
一
八
六
九

i
一
八
七
五
)

けリ一円一臥一可は

八
六
九
年
一
月
日

旧
抵
H
Z
U
M
守

月

九

U
)

↑
安
ほ
の
諸
条
約
に
ut
っ
き
同
市
し
七
市
川
白
山
(
礼
山
川

iJ+ 

同い外

h
事
詩
斗
を
吉
一
さ
、
相
け
に
は
そ
の
外
戸
事
務
a
ヲ
乞
束
佐
川
併
と
改
称
し
て
束
応
町
の
m
一
川
斡
と
し
、
上
地
の
号
制
町
、
悦
持
、

訴
訟
等
も
八
パ
め
て
外
同
人
府
内
同
地
目
お
け
る
い
叫
の
乍
湾
全
担
当
さ
せ

σ〉
討f下

院

j~ 
d正
。〉

捜
々
σ〉
1j 
J!'，( 
Ti 
f& 
シ
シ

も

タi
y 

/一

伊

l川

1，，，" 

;;-

も
j正
当
し点
アニ 11幻L

，IN 
i私

一
匹
川
リ
一
川
区
)
主
じ
月
九
υ

f

h

J

円
法
ち
が

へ
た
九
乍
一
月
か
ら

ノ¥

七

~ 

ノ、

じ

ぷ
医
さ
れ
た
}
〕
L

一
仁
よ
り
、

東
主
仰
が
取
り
扱
コ
て
い
た
外
国
人
間
係
の
日
訟
は
一

八
じ
二
件
汀
か
う
は
一
円
叫
小
わ
が
管
乾
す
守
〕
と

い
な
り
、
堅
守
パ
4
M

岡
市
場
h
M

州
判
所
と
件
、
ν
た

(
川
治
九
年
日
三
日
太
政
主
第
一
号
ー
布
告
)
こ
こ
の
旬
以
立
、
町
市
場
設
判
断
に
お
け
る
外

間
人
こ
の
訴
訟
事
詩
は
一

八
仁
川
年
七
月
ー
ゴ
に
、

凶
木
小
裁
判
吋
に
お
か
れ
た
外
開
扮
へ
移
告
ら
己
れ

、

て
の
阪
も
へ
と
主
行
ー
ま
で
は
わ
設
が
訟
は
を
も
行
つ

日
ま
で

H
-〈
に
は
行
政
か
ら
分
離
独
i
d
l
ν

た司川
1
7一
機
同
J
M
な
ノ
¥

、
L ， 

J

、
v

}
h
A
f
げ
}
し

一
八
〕
六
年
に
は
人
ム
岳
民
以
内
の
山
祝
日
所
機
構
を
体
系
化
し
、
形
人
的
に
は
斗
法

f
J刊
し
一
裁
判

F
務
と
の
分
離
h
r
一

1

4

J

 

T
J
 

刈
外
父
渉
訴
訟
は
外
務
省
を
窓
口
と
し
つ
つ

必
け
ず
に
凶
に
て
情
川
内
事
官
年
り
に
ト
昨

安
務
は
珂
必
場
灯
火

(

J

U

川
町
叫
ん
/
れ
い

ヰ
刊
出
担
ノ

rを
昂
じ
ご
ル
バ
を
形
成
し
て
い
〉
ょ
に

た
と
え
ば

人
z
八
六
年
に
は
外
国
人
か
り
法
持
者
負
っ
た
ν
け
を
吋
代
以
(
披

F
、
に
処
ず
F
G
J
吻
人
?
の
分
散
全
の
」
恥
則
合
に
つ
い
て
、

日
本
の
刀
法
〆
一
街
当
律
)
だ
け
ず
は
な
く
札
判
領
事
の
取
吸
い
振
り
を
勘
案
し

コ
，、

ノ

{ーの
1

力
法
シ
一
抗
似
し
、
外
日
日
何
事
を
、
す
一
じ
と
れ
戸
間
中
レ
へ
の
通
却
を
な
す
と
と
も
に
共
同
治
坊
引
寸
ヘ
も
逮
訟
を
打
っ
て
い 司

王と
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ま
た
、
訴
訟
一
J

数
料
に
悶
「
る
共
同
泊
れ
す
か
ら
材
会
川
院
に
品
川
す
る
問
}
ご
へ
れ

-L
対
し
て
、
訴
訟
子
数
料
品
同
状
は
日
主
で
は
全
く
新
規

の
も
の
で
あ
り
糾
主
1

川
県
立
け
で
戸
川
汁
で
き
る
こ
と
て
は
な
い
の
で
外
傍
少
へ
白
す
て
る
一
で
7
に
お
小
し
た
と
い
う
以
'
古
文
菩
も
見
交

T
2
!
t
 

;
hレ
十
1
〆

こ
の
引
は
剖

JF裁
判
に
関
す
る
こ
こ
で
は
あ
る
が
、

予
一
の
よ
う
右
外
向
伺
U
F
ζ
庶
民
・
外
務
省
し
一
の
や
り
ば
り
を
涌
じ
て
、

吋
外
交
捗
訴
一
試
に
お
け
る
子
続
叫
叫
も
ま
た
徐
々
ト
形
成
三
れ
ー
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

じ

(円吋
r
日
ー
立
)
作
A
H
A
片
山
川
ん
ツ
ー
父
捗
訴
一
訟
を
引
き
絞
く
て
と
と
な
っ
た
司
法
告
は
、
結
倒
的
に
一
ふ
訟
を
一
ゼ
却
す
h
v

ク
ム
で
あ
っ

寸J

I二

P 
M 

理

れー

しミ j、
と七
し
た年
由主!fl六
、月

ノ、

μ 

μj 

1)、
fl 
i土
(司
弘F

，:，J.J 
叫

おう

た
と
ほ
わ
れ
品
。

内川
H

父
お
貸
併
γ

芯
設
は
司
拠
の
有
E
J伊
一
卦
ぜ
ず
に
証
拠
〈
ム
を
山
さ

こ
の
け
バ
RU--

心、

日
安
札
レ
に
句
作
す
る
誠
氏
般
市
γ
が
徹
氏
し
て
お
り
、

中
円
1

昨
日
ヰ
ァ
の
添
付
刊
の
釦
い
五
状
を

交
埋
し
な
い
と
し
て
い
た
川
掠
以
米
の
凶
行
お
よ
び

一
、
明
治
主
円
八
月
二
け
ん
政
JH
一刻一勺〕

J

司
法
職
務
d

疋
制
」

に
川
L
N
A

サ
る
も
の
で

あ

L
h
J
L
j川
市
い
有
以
内
外
人
入

wrサ
ぷ
に
限
っ
と
は
ん
川
証
拠
で
も
受
理
し
よ
う
よ

1
、
F
K
~
比
さ
れ
た
の
で
£
る
勺

内.fJけよ山内JOJ¥おける共1"1ノf;誌|の役手

こ
の
よ
う
な
日
ァ
山
下
の
内
外
交
沙
訴
訟
に
込
す
る
積
ι倒
的
資
州
市
'
は
、

一
許
穴
「
丈
例
」

殺
の
民
事
前
r

ぷ
の
手
持
品
以
で
あ
る

j由
晴

川
治

E
C
太
F
当
日
第

を
tU 

J 

Y 

で仁
い ;J
fニゾl'

~ 

Y 

7，;'斗々存♂ 

勺 市制l 
~ 

O ノ火ヒ
dつJ ←J

宅引円

天兄 名コ

え σ〉
るA引}と

止
(ま

阿
n，年
期

1
1
ト
司
L
洋
子
レ
ヰ
ー

や
「
ト
ト
J

ノ
正
一
広
ふ
ペ
ハ

(
明
治
ょ
が
太
政
直
弟
ム
ハ
〉
ア
J

いす

-
一
[
;
一
「
〉
一
)
:
、

肝
詰
OV
刊
来

J
Yナ
レ
引
丈
バ
い
は

J

州
市
と

-
L
1
4
1

、一
F
:
1
リ

ヤ
ノ

l
p
Fノ
当
M
Z
U
判

9
U只

内
外
交
持
説

芯
で
は
確
定
の
苅
引
が
な
か
っ
p

た
め
に
同
係
谷
少
や
一
行
佼

}
C
時
討
を
浪
世
す
る
な
ど

2
 

や
同
叩
向

L

J
、
い
れ
と
与
れ
、
い
る
コ

「
外
刈
人
ニ
対
ン
f
h
l

体
裁
」

で
I
P

め
円

h

~

こ
と

ノl

一
い
い
か
ら
起
日
与
が
川
川
知
芦
れ
い
、

午
六
月

山
ロ
午
コ
月
十

戸
し
に
公
布
さ
れ
た
「
外

国
人
訴
訟
税
引
一
は
し
カ
し
、
そ
の
ハ
じ
伐
に
他
行
見
合
せ
レ
な
り
、
什
山
「
町
他
行
為
れ
フ
ヲ
)
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

「
れ
〆
回
人
F
肝
不
正
規
別

ぴ
施
行
廷
府
の
対
南
に
つ
い
ご
は
す
と
ド
各
国
公
使
符
に
英
同
公
使
の
反
対
に
よ
る
も
の

じワ

~
)
こ
で
は
L
L
九
日
公
山
恨
の
一
反
対
思

~
に
あ
る
こ
と
が
司
、
門
小
に
さ
れ
て
い

そ
の
詳
細
は
戸
、
れ
ま
で
検
討
さ
れ
に
こ
な
か
う
た
の

C
、

長
い
い
公
使
パ

1
ケ
?
人
は
い
外
以
人
が
領
事
を
符
山
け
ず
に
直
接
に

U
半
山
政
判
所
へ

山
川
に
つ
い
て
椛
足

L
C
お
き
た
い
c
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き
る
と
い
、
つ
F

L

ニ
は
円
本
政
同
が
外
何
人
に
対
し
て
直
接
的
な
支
配
権
キ
ァ
告
す
る
こ
一
を
意
味
す
る
ど
の
認
識
を
不
仁
、
「
外
国
人
説

ヘf
H
E
i

H
I
I
H
1
/
 

ん
抗
は
外
寸
人
一
件
訟
塀
別

の
ヨ

f

一
珂
の
丈
一
一
円
「
外
ヨ
人

U
左
γ

人
一
ぃ
刈
ン
タ
ル
ヲ
件
与
淘
を
場
或
ハ
問

の一施
/
h
r
以
対
1
7
L

古
川
場
設
川
内
所
ヘ
芯
山
ル
者
ハ
総
ァ
人
件
/
疋
別
口
選
4
J
ス
ヘ
ン
に
強
、
川
玄
古
山
、
「
官
民
政
府

r
R
4」

↑ぷ一つ

Jr一
一
外
国
人
凶
ノ
管
轄

お
よ
び
外
務
少
輔
ト
ん
パ
ク
ス
の
見
解
に
つ
U

て
の
問
い
ん
ド
せ
は
あ
っ
た
も
の
の

一
2
~

判
手

7
る
聞
に
U

問
視
m
別
が
九
九
バ
ム
杓
さ
れ
ん
て
と
に
傍
然
と
し
た
L
K
じ
本
政
府
に
い
に
で
た
よ
回
簡
の
小
て
述
べ
て
い
る

U

ス
ル
ノ
潅
川
有
之
侠
御
I

川

ιい
と
み
え
る
こ
と
、

=
午
、
八
月
九
ハ
付
で
あ
る
が
、

こ
の
主
H

簡

は

八

七

こ
れ
に
は
施
行
延
期
の
茂
終
を
え
ノ
け
ご
川
乍
七
月

l

川山

U
付
で
友
利
領
事
館
裁
判
没
ハ
/
不
/
に
山
一

草
さ
せ
た
訴
訟
規
則
本
凶
撞
寺
、
|
|

政
判
所
之
伴
玖
リ
ル
恥
持
」

五
f

訟
咋
政
ノ

T
U内
」
一
汗
銀
丘
一
日
枚
以
下
ノ
訴
ぷ
順
序
氾
列
「
洋

匁
早
川
枚
以
ト

J
d芯
収
岸
l

疋
則
」
ー
ー
が
添
付
さ
れ
て
い
た

は
円
本
の

i
i
dー
と

r
p
つ

れツ
h
け
l
a
R
F
J
『

w
一正弓一【【

洋
識
で
百
枚
以
上
ノ
訴
訟
順
序
定
以
」

門
札
即
に
倣
っ
て
起
平
さ
札
て
お
り
は
口
以
内
十
人
で
応
る
が
、
ー
洋
銀
五
日
枚
以

i
ノ
一
叶
訟
順
ハ
ム
ι同」

に
よ
れ
ば
J

円
卓
つ
す
る
許

P

ぷ
に
つ
一

ど
は
訴
引
八
と
と
も
に
一
和
談
小
調
之
刊
日
告
」
を
提
出
J
q

る
こ
と
や
一
求
め
て
い

が
記
机
談
ノ
エ
ム
祝
」
は
外
国
税
事
よ
間
以
均
の

知
与
が
共
同
で
紛
争
b

N
州
件
す

裁
判
所
内
体
設
抗
戦
前

1
1
4

ら
は
内
外
父
宇
訴
訟
で
は
リ
平
人
の
政

J

甘

え

ご

り

f
h

判
'
け
こ
ん
f
j
m

に
同
一
主
人
の
係
ポ
陪
席
が
刻
亡
さ
れ
と
お
白
什
、

コ
れ
て
い
み
ー
ご
と
hJN
世況、ぇ

震
に
が
っ
て
外
必

者
~， J 

川
河
叶
人
出
訟
指
則

山
川
外
交
抄
点
訟
は
伺
ご
r

結
J
T

終
ー
一
司
」
た
従
ポ
の
廿
げ
小
川

f

ゴ
リ
の
]
絞
に
す

施
行
の
子
め
の
交
渉
を
二
百
め

る
こ
と
一
い
に
ハ
の
で
は
主
い
だ
ろ
う
か
ご

外
務
中
れ
は

「
日
判
例
改
百
件
化
二
何
人
民
↓
コ
ふ
仏
政
司
へ
対
ス
凡
司
氏

FL 
4 

羽
治
ハ

J
rや
八
月

は
川
刊
誌
省
へ
引
き

じ

波
ァ
ア
古
一
、
t
l
J
Z

正
め
ど
ぶ
政
完
治
二
八
宍
号
布
パ
U

ご
印
し
て
い
九
州
。

(
伺
年
ヘ
ロ
ヘ
じ
)
こ
コ
占
マ
し
、

こ
れ
を
拝
川
公
使
〈
は
通
達
し
な
い
旨
を
反
政
口
へ

メ
ご
い
J

h

h

、
ア
川
氏
コ
円
は
、

外
村
人
以
汁
へ
の
お
問
が
白
書
C
記
さ
れ
て
い
七

一)、
jJ

、i

戸、
f
A
J

l
J
し

ー

マ

川
す
一
心

月

C
U
に
日
本
人
に
の
み
湛
土
J

戸
付
る
J
達

L
C
外
巨
人
足
什
口
へ
の
魁
掴
を
門
川
ム
「
わ
せ

こ
の
よ
う
に
第
一
黙
の
う
ん
に
は
各
向
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氾
山
鳴
り
川
田
町
刊
で
は
五
際
に
山
内
外
交
沙
訴
訟
を
込
問
「
♂
て
い
た
も
の
の
共
通
の
訴
訟
波
則
合
砲
行
寸
る
こ
こ
が
で
き
ず
、

交
渉
訴
ポ
は
与
寸
領
事
況
を
V
F
斗
〆
て
U

下
山
す
る
と
い
、
つ
原
則
が
住

υ
L
て
い
く

F

℃
ど
と
な
っ

か
え
っ
て
内
外

第

翼翼

外
国
人
へ
の
子
続
規
則
の
適
用
公
認
か
ら
民
事
訴
訟
法
の
公
布
ま
明
、

(
一
八
七
六
i
-
八
九
O
V

礼
治
政
市
川
a

り
法
省
は

「
れ
ハ
回
人
訴
訟
也
叫

い
刷
同
努
め
た

の
施
行
止
人
以
後
に
、

M

円
九
の
裁
判
楼
供
2
訴
一
訟
子
続
の
軟
怖
と
に

ノ、
七

へ
七
四
年
一
九
当
十
九

U
に
は
一
民
事
件
訴
時
リ
を
品
川
N
L
て

J
 

の
裁
判
に
似
し
な
い
苔
に
司
法
宵
裁
判
所
へ
の
限
必
の
途
を
開
い
た
c

f

門司リ日円
T

ハ
)
午
十
月
間
叫
か
ら
五
千
続
の
義
的
υγ

進
め
、

川
県
裁
判
所
お
よ
び
府
県
(
裁
判
所
未
設
笠
の
場
九
ご

そ
1
一仁

J

、
一
}

lvlL4 

八
七

ι印
有

汀

f
I
川
け
に
一
ト
人
否
民
認
ほ
批
判
-
叶
職
制
~
号
刊
」
(
太
政
官
第
九

J

布
斥
)

1

y

」
一
担
r

叶

E
f続
」
(
仇
政

(
「
第
九
一
ユ
ワ
r仰
山

が
制
た
さ
れ

応
愁
い
ま
わ
作
訴
上
自
の
「
杭
も
県
一
昨

こ
れ
に
よ
り
人
需
院
本
院
予
i

じ
r

す
る
及
判
所
渋
川
が

内.fJけよ山内JOJ¥おける共1"1ノf;誌|の役手

に
{ι
め
ら
引
F
Q
-
)

と
と
な

J

た

」

、
内
外
同
人
法
訴
訟
し
仁
、
U

間
同
刊
で
は
、

M
K
訴
上
パ
ロ
j
F帆
は
内
外
注
減
訴
芯
に
川
、
〕
ど
も
民
間
汁
さ
取
る
の
か
、
も

J

さ
れ

とる
+， 
λJ 

外し
;;リ f
h計三位 〆J

一外
はドl
二人
ア】 j向

え了

"' る

。甘の
γ

市
託
子
地
引
は
ど
う
な
る
の

問
耳
目
と
な
っ
p
h
l
¥

必
原
町
久
「
明
治
ヘ
午
の
一
川
法
改
輩

に
恰
υ

ル
削
〕
て
い
る
つ

そ
二
で
得
ら
れ
た
沼
兄
を
主
ど
め
る
な
ら
ば
以

r
の
↓
て
つ
に
な

2

今
}

特
許
上

主
1

手
け
れ
ば
、
外
蕗
山
首
会
沼

J

て
寺
川
公
使
応
に

八
己
主
年
十
月
九
円
に
で
尚
一
知
さ
れ

7
3

司
年
ト

行

一

い

h
J

に
、
民
国
人
の
担
ぷ
は
英
国
領
事
JLγ

通
じ
て
/
十
う
よ
う
ド
す
ふ
の
一
己
、

在
民
}
主
共
同
領
事
L

東
川
i
h
L
J

裁
判
一
円
長
ど
の
同
C
住
4
1
自

J

十
川
怖
を
協
疋
し
た
い
と
件
一
林
省
に
巾
し
出
た
n

そ
の
た
め
長
田
に
つ
い
て
は
協
{
て
の
成
す
ま
で
、
持
い

d
L
E手
続
の
泡
川
が

I~pわ
さ

長一一
T

一一
r

一

一

(

一

郊

外

月
一
日
に
杭
浜
L
L
ん
い
い
知
事
館
斗
ト
誌
の
ウ
J

ル
午
J

ノ
/
と
点
f
M

小
一
等
決
判
所
士
山
成
皮
と
の
間
一
い
覚
書
が
成
?
げ
し

-一

~
z

J
J
Q
/
 

同
干

戸
一
手
当
、

J

ム
!
刀

阿
と
ウ
ノ
ル
ム
ー
ン
ソ
〆
は
す
、
見
守
に
つ
い
て
さ
-
り
に
惨
d
し
亡
、

ヘ
七
六
年
凶
月

l

u
に
改
正
、
E41ロ
を
協
定
し
と
u
L川J
Z
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公
正
法
山
子
じ
、
は

「
市
出
町
決
判
所
一
ヤ
訴
出
ケ
ル

ぷ
八
百
]
白
人

3ν

U
玄
人
一
二
町
ス
ル
初
中
ノ
必
訟
に
芯
J
U

孔
去
を
沌
町
す
ゐ
も
の

f

し
た

、F
I〆
、

お
ふ
ぴ
小
人
在
た
に
上
宍
で
主
2
h

州
場
ハ
け
を
限
定
列
挙
仁
た
ご
い
J

で
あ
る
、

司
J
、
省
は
初
ヤ
習
の
い

hu裁
判
所
ド
も
改
正
覚
菩
の
旭
堕

や
認
め
る
ん
向
ご
、
同
年
ト
-

1

月

じ
与
地
万
作
品
川
川
町
¥

↓
八
二
字
年
六
月
九
じ
に
は
ん
J
R
次
公
ミ
じ

1vE、
己
主
主
否
、
三
宅
寸
J

、

己、、ど
Y2
出向へと
2
7
¥
J
(
V
E
E
A胸
、
亡
、
之
、
号
、
ヨ
デ
H
h
、J
Q
F
主
ト
ミ
ミ
た
さ
い
川
淀
川
町
旬
?
ロ
コ

r
L
K災
3
V
R
号制
mNHQVnhE湾
内

(
J
や
さ
す
ど
お
U
Y

刊
と
の
下
れ
い
己
の

17
こ

2

〈

l
y

司
け
ム
H

F

I

 
。
庁
太
政
守
パ
ハ
偽
十
宍
号
布
パ
U

「
人
宇
佐
諸
品
川
河
所
戦
杭
中
日
杵
及
ザ
訴
」
告
「
続
改
正
r
v
m
旭
町
何
判
品
川
判
事
戦
制
通
則

川
品
川
一
と
一
一
八
七
ハ
年
四
月

i
=
日
改
仕
党
主
回
一

の
日
木
清
昧
ー
メ
と
突
入
制
ヤ
抗
争
合
わ
せ
さ
ら
に
い
史
f
u
士
土
日
弐
長
引
す
を
綴
じ
込
ん

γ
日

一
日
物
が
と

U
長
同
い
え
い
牝
げ
に
出
さ

、)、ハ
Y

1

し一一ー、、

八
七
六

ι

河川

円
か
ら
は

日
本
的
政
判
明
に
わ
打
け
之
内
外
交
、
皆
川
訟
は

u式
な
訴
訟

I
H相
規
則

一

U
F
J
P
U

九

f
j
l
j
 

に
よ
、
て
処
理
一
c
れ
て
い
た
の
で
あ
る
つ
特
に
一
人

t
六
年
同
月

l
一
日
，
以
山
い
に
吉
は
、
語
審
か
ら
↓
失
川
町
民
ド
が
内
外
交
山
山
両
訟
へ

関
L
J
4
v
y
f
z
-
を
保
寸
前
し
ん
~
と
も
い
ん
る
が
、
領
事
の
向
い
つ
は
川
市

番
、
住
日
佐
官
と
も
仁
)
訓
以
提
山
に
関
わ
る
の
み
で
あ
る
す
〈
同
人

か
は
じ
め
外
何
人
が
そ
げ
る
裁
判
は
「
控
訴

I
E♂
下
続
」
に
問
k

訴
訟
当
事
者
が
川
十
九
l

人
民
土
山
場
A
n
トに戸

t
qに
行
わ
れ
る
た
め

外
国
人
が
お
一
品
で
勝
訴
し
た
場
ム
ー
に
も

i
五
人
が
抄
訴
で
き
る
と
い
、
さ
に
と
が
明
催
、

7
な

3

p

c

第
一
期
=
は
こ
の
そ
っ

L
、
内
外
交
法
点
訟
が
公
認
さ
れ

f
訴
訟
千
枝
帯
別
-L
基
つ
い
て
行
わ
れ
、
市
次
珂

j
L
つ
つ
あ
ハ
た

H
A

の
山
拭
叶
川
リ
所
が
広
く
利
用
与
れ
て
い
っ

r時
間
別
で
あ
っ
た

J

そ
れ
に
伴
い
、
強
々
の
問
題
も
ま
た
生
ヒ
て
く
る

r

そ
の
円
引
は
、
泌
氏
蛍

ヘ
羽
治
九

J

仏
川
川
口
い
一
仁
訴
訟
人
費
償
却
民
別

年
に
?
)
れ
を
タ
何
人
叉
へ
は
施
行
し
な
い
と
の
達
を
出
し
た
n

ιγ
も
ヲ
ノ
ラ
一

f

f
包
?
バ
ダ
中
J

F

川

C
あ
る
。

じ
本
で
は

八

戸

ハ

司
法
省
宇
誼
甲
山
号
)

寸、一-一、

y
r
;
/
 

な
お
後
述
す
る
よ
、
っ
ド
訴
訟
費
川
の
向
日
明
は
ら
問
問
を
述
じ
て
山
内
件
父

渉
訴
訟
に
お
げ
る
実
質
的
な
胡
越
の
っ
て
あ
っ
七
。

山
幸
に
、

T
什
刊
村
寸
の
ル
ダ
更
に
院
す
る
市
川
地

T
あ
る
裁
判
所
の
構
成
、
ぐ
ク
!
称
、
古
己
棺
ノ
寺
を
す
4

更
す
る
際
に
、

円
本
は
再
日
各
H
F
領
事
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の
了
解
を
つ
h
f
h
う
と

L
4人
の
だ
ろ
う
か
c

一
八
一
ヘ
年
の
太
政
官
約
八
け
す
州
バ
[
に
よ
り
、

し
知
山
昔
裁
判
刈
は
]
一
川
以
ー
の
事
件

7
八九一事

{
J
批
判
お
よ
び

2
m
r見
積
も
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
件
を
吸
い
、
治
主
及
川
所
は
山
口
走
市
川
の
喜
一
作
を
扱
、
つ
こ
と
ど
な
パ
た
っ
出
叫
げ
会
民
~

の
あ
る
始
番
必
月

FAか
ら
、
係
争
相
似
が
い
円
円
未
満
ど
か
ら
と
い
っ
て
内
外
注
渉
訴
訟
を
め
交
裁
判
一
崎
市
、
科
持
し
て
一
五
い
の
か
と
い
、
つ
何

が
出
さ
れ
た
。
そ
の
和
幸
い
よ
り
、
ん
ザ
ザ
川
門
領
事
仁
了
併
を
い
本
的
る
こ
と
な
く
外
国
人
原
内
の
訴
訟
も
係
争
額
に
心
じ
v
t
治
安
裁
判
叶
所
で

管
此
刊
す
る
こ
と
に
な
コ
た
れ

被

U

人
の
つ
引
が
外
田
人
道
本
規
粁
れ
の
地
ド
L
叫
ん
引
場
合
は
原
山
人

F
川
刊
地
を
管
特

γ
る
ム
旧
安

台
工
h
ソ日ド、

裁
判
所
で
訴
一
訟
を
走
路
す
る
と
の
指
令
も
山
さ
h

日正取=に、

内
外
父
必
訴
訟
に
お
り
も
代
一
一
川
人

一
土
什
誌
L
L

」

、

し
ノ~九円
i
4
ノ

の
間
出
世
で
あ
る
、
ム
ハ
円
本
k
b
E
裁
判
町
は
ヘ
八
一
一

、ドh
d
i
u

f
i
f
 

月
頃
ケ
っ
日
本
の
免
許
代
一
戸
人
が
代
市
川
人

l
L
て
山
乙
す
る
こ
と
を
詑
可

L
な
く
な

/
J

ク
ー
と
さ
て
い

こ
れ
に
関
連
し
て

め
る
事
引

の
中
守
あ
る
日
本
の
免
主
代
一
日
人
は
、

」
児
、
何
故
判
所
が
円
本
人
、
代
↓
μ
人
の
川
廷
を
認
め
な

J

よ
な
っ
た
以
上
、

の
!ピヨ

門

I!) 

it 
F中
ノ、

本
カ ;:J、
i- E 
クr も
ウ♂クL
ノャ |判

チf
~1[ 

内.fJけよ山内JOJ¥おける共1"1ノf;誌|の役手

の
前
-
山
代
坪
を
一
品
め
る
べ
き
ご
は
な
1
v

と
主
張
?
了
J
」

ぇ

訴
訟
片
罫
紙
規
則
か
連
立
も
、
ニ
ー
お
ら
ず
、
川
崎
日にA

q
 

n
d
 

p
h
 

山手法人4
 

UP 

さ
ら
に
そ
の
r

冗
前
代

μ
人
は
、

り
、
詳
細
ば
依
ヘ
ー
は
英
工
の
一
訴
状
の
み
を
ね
山
i

、
ぷ
、
円
人
i

丈
を
同
一
パ
テ
ノ
て
い
な
い
v

こ
れ
骨
収
置
す
る
こ
と
は
司
太
町
裁
判
権
に
重
大
な
閑
寂
で
あ
る
、
三
位
べ

円
に
頁
民
的
高
武
刊
川
長
を
述
仁
、
片
人
J
1
也
事
行
い
ハ
ト
ソ
ン
宛
に
、

F

」
の
で
つ
な
主
張
に
?
必
ず
し
て
山
口
一
省
は
、

同
月
ア

リ
ぶ
の

rm
司
を
古
ず
る
代
士
川
人
が
川
民
人
ヨ
J
、
廷
に
出
廷
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
古
明
会

L
I
)
そ
の
河
弘
円
は
図
「
j
e

八
い
仁
あ
り
、

ー
じ
十
下
回
/
代
一
百
人
ハ
池
山
川
ノ
代
一
言
人
ト
川
ね
た
簡
抜
河

ヘ
1
1
1
7レ

-

1

1
ノ

引
ノ
代
一
白
人
氏
わ
簿

へ
文
氏
名
ヲ
記
入
ス
ル
マ
引
サ
、
ル
-

ハ
般
一
一

H

一
六
代
言
ヲ
認
川
ん
致
候
一
こ
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、

M
K
外
と

l
亡
ロ
レ
本
人
原
仏
が
望

t
u勿
ム
ド
い
は

1
J
す
る
こ
と
が
あ
ハ
リ
う
る

2
い
う
J
h

の
で
あ
っ

{
/
川
コ
い
一
!
と
年
九
月
出
か
ら

長
持
と
は
一
人
八

八
八
判
干
州
刀
八
円
以
怜
は
正
式
に

Jq
ハ
卒

こ
れ
に
よ

η

ノ庁、!し一ー、

長
匡
裁
判
↓
併
に
お
い

C
H本
の
法
曹
資
格
は
記
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
「
こ
の
回
答
を
受
け
亡
、
司
法
肯
は
、

i¥. 

/¥ あ



凶
干
川
月
一

O
U叶
け
で
「
山
刊
y
t
h

山
間
二
於
)
ア
ハ
代
二
1

免
一
市
ヲ
〔
又
ケ
u
j

ル
モ
ノ
ハ
代
一
オ
ヲ
許
汁
サ
ル
作
品
川
祝
一
一
付
外
凶
人
一
付
一
ブ
壬

二
口
ブ
詐
汁
ル
リ
λ
1
卜
一
ニ
屯
ム
ル
行
ベ
パ
↓
生
三
有
之
尤
一
七
正
人
病
高
【
γ
他
パ
」
山
一
プ
得
サ

一
一
司
汀
ノ
は
一
「
ノ
川
廷
ン
九
郎
、
工
場
合
γ

一
門
前
相
一
ア
リ

<<) 

た
u、
ν 

し

仁
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フ
抗
刈
所
一
於
一
フ
結
当
ト
市
主
ス
ル
時
ハ
禁
事
刊
一
↑
限
J

ノ
ペ
外
国
代
4

人
一
一
ノ
久
人
ト
シ
テ
出
住
ス
ル
ラ
副
ス
コ
ト
二
定

外
交

i
内
子
て
で
も
あ
る
力

C
外
務
高
に
伺
い
山
た
っ
外
務
高
は
怯
重
で
あ
り
、

領
ぃ
引
の
何
符
が

弐
記
佐
一
引
代
一
言
人
月
ノ
桁
ス
ヤ
又
ハ

単
一
一
句
人
ニ
ワ
一

tuパ
ベ
ヘ
ヲ
引
ス
ト
ノ
意
ナ
ル
ヤ
判
然
と
し
な
川
の
で
同
町
立
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
九
十
張
し
た
と
こ

出
出
品
目
「
「
。

」

p
℃

D
H
M
2
m
F
M
2
2日
C
H
E
4
0
2可
一
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
結
「
町
、
司
法
古
車
通
り
に
伏
し
れ
f
c

こ
れ
に
よ
り
円
本
の
裁
判
一
引
で
も
、

一
〉
¥
月

一
ノ
ノ
レ

「件
4

尚
一

七
」
苧
五
月
六
日
以
降
は
わ
央
戸
の
は
古
資
格
を
誌
め
な
い
と
い
う
:
ー
と
に
な
っ
た

以
か
ら
、

英
問
弁
弘
件
以
じ
し
は

¥

、

rノ
l
L
1
2

f

明
治
九
)

一T
サ
人

Ff

z
L
Vド

へ
人
同
乍
ま
と
は
け
木
の
裁
判
所
に
代
理
人
と

L
ご
出
7

定

L
一
ご
刈
た

F

)

?

と
が
町
、
り
か
に
な
る

で
円
干
し
ん
v
担
殺
ー
に
よ
り

八
人
同
』
以
降
山
M

V

仏
首

l
y
L一
ー
、
法
廷
で
の
訴
訟
代
坪
か
が
ご
り
つ
こ
L

江川

こ
の
当
時
的
日
本
一
ヤ
は
代
人
刈
別
に
斗
ホ
ワ
い
て

一
日
引
州
立
手
話
の
安
打
L
よ
り
何
人
で
も
代
人
と
、
ν
て

…一♂一
巳 U
4叫下 き
d な
J 》、
丹な

j っ

カぎ fニ
ープネ I 

t、
ル ， 
ご予 )こ

ぺ2

7，: 4-1ニ
」し

:土
ふりf

H 

十干

す
ノ一、

立、
明
m 

v 
zぅ
J 
M 

内
外
交
渉
訴
訟
に
お
け
る
英
一
泊
一
弁
護
上
の
役
校

(1}
内
外
交
渉
訴
訟
の
事
件
数

言
、

1
f
ーすて

d

J

d

v

、ft

司
引
ノ
父
捗
訴
訟
は
安
際
に
ω
の
待
度
の
い
い
μ
芹
設
が
あ
っ
た
灯
ど
ろ
っ
か

そ
し
て
、

h
u
L
J
A
u
~
t
Eタ
ヂ

h

p

二
j

h

f

、下一ず
1
1
コT
f

J
リピ

LMJ
ノ
よ
乙
到
に
!
L
i
t
-
-
J
t
t
F
T

戸
ん
の
長
田
弁
一
一
点
士
ぃ
叫
ん
訴
訟
べ
坪
を
?
ぃ
、
そ
れ
ら
の
詐
f
d
の
内
存
は
ど
の
よ
う
な
も
の
じ
あ
っ
ん
の
だ
ろ
、
つ
が
り

本
節
で
は
そ
の
尖
強

を
け
ら
か
に

L
て
い
さ
だ
川
の
な
円
心
、
ご
こ
で
英
何
い
や
ノ
投
ム
L
K
は
イ
J

ゲ
ヲ
ン
ト
で
市
ノ
烹
上
資
格
を
取
引
特
l
一
て
円
本
ご
実
玲
走
行
っ
た

人
々
の
こ
J
を
九
品
目
に
お
い
て
い
る

2史

鼠長一引に

八
九
八
年
主
代
、
の
叫
に
来
日
し
た
り
史
h
p
T
4
旬
以
士
の

以
一
八
六
八
ム
ー
か
ら



み

どの
;f'， 

八
七
九

ヘ
九
九
)
、

は
審
級
別
内
外
父
渉
訴
訟
守
件
数

{表ム

去
っ
一
吋
は
内
外
父
泌
訴
訟
第
一
詳
の
目
別
事
件
数

二
ヘ
?
〕
h

tx

し
し

/
tノ
j

己当

寄
の
訴
訟
結
朱
(
一
八
L

行

は
河
川
河
父
涼
一
品
八
I

山門川

ヘ4
九九

の
拡
判
作
者
表

J

て
い
る
一

一
八
九
九
年
の
事
引
紋
に
は
川
和
f

J

d

ド
に
い
施
/
わ
い
へ
ぐ
れ
た
改
日
法
約
に
ふ
れ
領
事
裁
判
川
が
廃
止
さ
れ
た
伐
の
事
作
打
数
も
ん
仏
ま
れ
て
い
る

ま
す
、
{
主
主
2
E
Y
一
{衣

h
4
1
}

一
円
つ
の
去
か
ら
、
次
の
つ
の
特
徴
が
月
ら

か
a
L

リ
山
ベ
外
交
渉
訴
訟
の
事
供
数
を
児
、
み

か
と
争
心
巳
前

γ
、
閉
山
加
の
山
川
件
数
で
は
活
円
い
か
最
も
与
ノ
ノ
¥

ド
f
y
と
な
る

当
該
↑
吋
問
ピ
ド
ぃ
本
に
民
出
向
し
て
川

次
い
て
常
ヘ
川
円
、

た
八

U
も
r
比
例
的
仁
活
向
い
ん
が
多
い
の
で

」
の
ょ
っ
な
結
果
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

不
半
生
寸
条
約
の
ト
ず
釘
事
故
刊
権
を
付

fk

[
て
い
た
い
ど
し
て
は
矢
匡
の
で
件
数
が
多
い
、
第

ぃ
、
内
科
交
今
吋
一
訟
は

¥
ト
υ
ト
u
t
L
P
:ぺJ

j

J

A

Y

-

6

 

へ
九
一
f

ど
+if
川F
ま
で
の
K
U
川川にノ
i
同

は
件
背
広
の
事
什
教
が
あ
り
、
そ
り
っ
ち
約

つ
れ
淫
広
が
持
訴
審
に
ま
で
ァ
一
土
っ
て
い
る
、
こ
の

r
d
率
は
円
吋
烈
の
逓
常
の
民
事
一
品

訟
の
治

帯

k
但

J

叶

L4
の
件
数
庁
、

h

リ
与
え
川
し
ん
上
訴
半
よ
り
も

E
引
的

第

事
引

i
判
決
L

ょ
っ
一
て
終
日

1
る
割
台

内.fJけよ山内JOJ¥おける共1"1ノf;誌|の役手

ド
向
い

v

…凶

通
J
U門
の
け
帰
一
容

か
:
わ
L
M

る
ょ
っ
に
ご
れ
は

ltij 
Hj 
関
心う

i喧
t 

tiC 
事
1'':':1 

ni人

'" iム

l引
っ
か

峯
戸、

《

• ~ヰj
c 際
ν、に

た4! あ
会J

八
八
一
「
ー
ま
で
は
八
割
、

ハ
ヘ
八
一
出
年
ま
で
は
よ
剖
が
和
市
と
慌
ド
ー
と

訴
訟
で
は

で
の
品
川
J

℃一

一
工
て
い
J

ご
、

k
J

J
1
1
v
f
丸
1

一

[

外
交
渉
訴
訟
で
は
一

八
七
立
年
か
っ
年
一
向
お
d

そ
立
川

J

付
税
山
崎
の
判
決
を
川
ー
二
、
お
り
、

八
八

ql
頃
ー
か
ら
判
決
に
よ
乙
終
局
が
川

判
を
お
え
げ

L

し
た
の
で
あ
る

(2}
内
外
受
渉
訴
訟
に
関
与
し
た
英
国
弁
護
土

つ3

つ
い
て
、
ム
汗

γ
英
閉
山
に
焦
占
…
を
ム
じ
わ
せ
な
が
ら

よ
り
具
体
的
に
内
札

の、突
H
山μ
に
千
百
つ
い
て
一
川
え
」
た
い

点
l
d
は

十
ヘ
世
紀
後
半
よ
り
打
年
一
以
く
の
長
き
山
、
吉
一
っ
て

-w可
川
〈
付
さ
れ
て
い
た
り
史
村
法
山
ー
の
デ
メ

L
Lワ
ノ
ー
リ
で
あ
る
叫
〕
W
N
G
H人
h
N
C
N
U
~
以

内

丸

色

そ
の
似
の
法
伴
専
門
家

部
の
事
務
弁
烹
|

ヒ
更
な
情
郭
ぬ
と
し
て
伶
成
し
た
〈
い
豆
、

hhm-
ト
ミ
一

法
判
官
、

取人法羊) fi3 (:-)'~--Jlí) 12/17 [2U:;:i. 1:1 



主主

の
氏
名
ど
法
位
弁
護
資
情
約
八
詩
口
、
事
侍
一
内
科
お
r
o

刊
日
務
所
の
一
州
存
辺
(
な
縁
地
)

て
い
る
ο

コ
訟
期
山
に
お

い
て
円
ぷ
や
ム
ハ
U
M
持
た
と
」
丸
い
る
法
廷
弁
護
た
り
氏
名
を
け
訴
に
作
成

J

、
さ
ら
に

γ耳目乙〕
H15mZ
編
集
の
リ
ス
ト
か
ム

HKA
で
活
動

U17一
h
Q
N
C
?と
ご
?
は
じ
本
ル
一
存
緑
地
う
と
し
ど
い
と
も
、
実
際
に
は
す
て
に
リ
弘
氏
い

帰
国
し
て
い
る
場
や
も
あ
る
が
、
怖
い
と
つ
械
に
は
叶
P
、
「

5
↓
円
ミ
に
記
載
の
あ
る
得
度
を
記
し
た
ま
た
、

U1-r~CE
円
ミ
!
の
守
録

J

て
い
た
符
月
の
あ
る
法
廷
方
議
+
を
1
4
え
た

山
叫
が
?
p
問
で
あ
っ
て
も

l
本
で
も
と
T

義
士
、
t
し
亡
の
泊
に
お
L

令
し
て
い
た
と

mu
わ
れ
る
uだ
わ
に
は
斜
載
し
た
n

な
日
、
{
表

)

7
「
l
d
k

d
h
u
-ト

に
あ
た
っ
て
は

C

M
治
文
で

ト
ー
、
?
し

ら
れ
て
い
る
え
々
刊
の
っ
ち

叩
苔
に
お
い
て
資
格
取
行
に
つ
い

支

-

L

A

3

-

1

4

{

己
主
「
叱
日

U
十
中
心
政

一
指
載
し
な
か

で
き
な
か
2

た
人
物
い
つ
い
て
は

判
所
に
お
け
る
内
外
ー
父
お
訴
訟
「
訴
訟
代
珂
人
Lr
一ないり、

民
事
判
決
写
本
に
氏
乙
が
載
っ
て
い
る
に
も
関
わ
、
三
一
す
判
明
!
な
か
ハ
た

人
々

-
h
〈
同
訟
昨

ゴ
、
ダ
ン
カ
ン
」

や
一
英
国
代
円
人

-
つ
れ
さ
」
ノ
ソ
チ
リ

i
」
な
ど

も
掲
載
し
な
か

こ
の
ト
か

つ
に
い
掛
々

〕
て
い
る
不
l
r
M
な
{
長
一

龍
ギ
ん
(
判
権
を
認
め
て
い
た
肘
叫
山
H
v
交
は
?
〕
た
リ
犬
同
hy設

で
は
あ
る
が
、

牛
を
全
体
と
し
と
明
り
か
に
う

J

ょ
う
し
仁
、
λ
f
M叫
究
は
管
は
り
限
k

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
-

k

に
掲
設
す
る
こ
と
i
f
Jノ一一

最
初
に
斜
計
一
位
川
戦
一
周
/
河
訳
笠
)

に

↑

ド

↑

一

L
た
品
川
い
い
う
た
ん
帰
寸
し
法
廷
F14茂
ア
六
併
を
取
得
1
J

た
上
で
再
宋

H
L
P
人
物
が
J

川

名

子

ノ

1
Lズ
、

{
去
]
〕

を
作
成

L
て
気
が
μ
け
い
f
ご
と
を
記
し
て
わ
ね
2
3
p
い
そ
れ
は
、

有 fや
，-.~ 

ヲ7半

え1":医
おこ

し

ぶ

円

ノず

ト
ソ
ン

L
r
J
Jいソ、

ウ
ィ
ル
キ

i

ン
ソ
ン

、、1
コ
こ
い
一

;

L

Y

、

民
、
つ
ら
l

電

土

f
i
c
1
2
3
l
l
 
苓
末
の
じ
k
f
ド
一
口
件
、
絞
T
か
ら

¥

J

t

、
白
川

(

/

日

れ
十
ま
ど
の
い
比
較
持
f
h
い
じ
川
聞
に
共
同
外
務
省
の
通
預
生

F

A

ブ
/
キ
/
ズ
の
み
は
百
一
ス
)
と

L
t来
U
し
た
伊
一
Y
二
よ
め
る
、
川
来
じ
伎
に

し
て
の
下
川
武
守
し
た
の
は
F

J

k

ンザヘ、

一
ブ
ウ
ダ

l
、
ウ
ィ
ル
レ
T

/

ソ
J

ウ
ィ
ル
ふ
ン
ソ
ン
は
釘
予
氷
川
所
で
一
ヘ

八

五

年

か

ら

村

乙

4
へ
そ
の
後
判
長
と
な
り
、

年
か
え
海
ー
両
u寸
法
院
の
汁
庶

d

政
刊
百
に
な
る
な
と
、

民
L

一
L

浦
半

一
h
ル
ヘ
i
v

日
航
起
で
裁
判
所
の
法
伴
家
で
あ
っ
わ

で
あ

η

U

パ
l
ト
ソ
シ
と
ぷ
リ
k

ウ
は
外
交
{
円
ー
と
し
て
の
活
ι間
十
叫
む
刑
し
た
ο
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川
市
初
期
か
ら
一

{十一五
1
}

へ
ん
ヘ
リ
年
ま
で
の
!
級
裁
判
所
の
民
ポ
判
決
原
立
に
掲
載
さ
れ
ご
い
る
抗
同
氏
一
人
れ
ご
山
ム
ロ
す
る
と

l
r
y
手

寸

ノ

く

?

ル

(f) 

j吋
外

ノ交
ス i~示
、;り FJト

Z 了、、一 日一、

て{i';

]i; "司
務ご入
手f と
"，" 

F宏一 } 

+:て
の河
.^~tc 土L

ワご L
う m 日ζ

ス~ t、
vごul r~ 

あ it
る 51

11 
lを

:ょ

デ

一

f

、

T
J
;
3
1
1

、〆↑ノ

力
、
ク
ヴ
ブ

ソ
ウ
タ

l
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ね
v

以
内
事
件
を
相
当

L
て
い
た

ヂ
ィ
ル
ン
ズ
の
相
当
し
て
い
た

FNP
は
民
事
川
つ
討
似
本
に
は
六
位
司
!
九
通
の
可
決
と
し
て
時
一
つ

L
い

八
〕
六
年
外
川
門
前
、
¥
¥

の一川一一
L

り、

資
需
ノ
訴
一
訟

の
在
沖
哨
円
近
い
和
問
荷
台
1
メ
配
r

ヘ
エ
ム

J圭
示

7
1
芹
ン
ス
は

川川別
r
心ハ〉

川ヘ
}
i
ヲ

じ
み
。

ノ、

ス

の
代
理
人
ご
あ
り
、
当
日
代
人
と
し
て
パ
ヘ

7
J二
人
の
名
r

削
が
為
7

勺
ハ
訴
訟
は

一
行
一
立

U
に
控
訴
棄
却
と

L
二
、
!

/
i
ノ
A
l

な
り
、

T
J
キ
J

ズ
は
勝
訴
し
て
い
る
=
そ
の
他
、
ー
紋
代
山
芯
令
及
喧
信
料
世
似
ノ
詞
訟
」
(
八
七

(ノ一ヘ」

す

第
三
ヘ

J
C
行
一
八
一
言

内
F
件
の
控
訴
揺
を
ゥ
町
、
、

一
八
人
こ
ァ
呑
外
介
。

で
は
出
品
j
E

川
の
米
川
機
械
仰
と
と
も
に
山
い
う
も
涼
-uu
と
な
り
、

一
心
二
一
号
で
は
以
内
執
行
ー
を
討
求
し
、
身
代
限
沖
方
命
令
ふ
一
得
て
い
る

3

こ
の
事
件
で
は
べ
一

7
J
ア
パ
が
代
一
戸
人
を
お
め
仁
、
ぜ
る

内.fJけよ山内JOJ¥おける共1"1ノf;誌|の役手

ヘ
七
七
年
泊
。
。
。
一
0
1
J
I
船
長
断
除
夜
間
早
給
料
廿
ハ
快
制
金
主
求
一
刊

E
f
l
u
 

(mJI川
人
)
が
共
同
人
川
T
北
川

作
訴
」

J

い
に
は

〔
船
長
一
ア
ル
ワ

ν
〆

k
h

日
ー
プ
パ
」

で
あ
り
、
そ
の
代
一
一
?
?
乞
デ
ィ
キ
ン
ズ
が
務
め
、
当
日
代
人
と
予
三
、
三
ア
ン
ス
山
名
v

引
が
見

は
「
=
一
薬
会
μ
辻
長
岩
崎
弥
ム
郎
」
で
あ
ぺ
そ
の
代
一
百
人
か
カ
7

ク
ヴ

J

ノ
ド
で
あ
っ

い
悦
じ
(
被
段
訴
人
)

j
l

、J3
1

、

一ノ

t
ノ

ザ

/，;) 

年

A
C
月

一一一

u
r
、
船
長
併
設
は
八
一
元
案
内
人
を
一
口
畑
町
す
べ

J
Y
の
余
余
命
令
に
げ
い
た
結
果
レ
一

L
E
X小
同
一
で
あ
る
か
ら
、
残
明
司

の
給
料
を
弘
、
つ
必
支
も
認
め
句
れ
な
い
と
し
て
、
話
本
章
司
ど
な
一
っ
た
〉
一

y
f
7こ
へ
は
原
ヲ

iJ
て
半
引
乃
依
摂
u
f
一
い
川
河
ぷ
、
五
え

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
〉
九
一
一
刀
、
「
要
償
ノ
訴
吊
」
」
、

、
、

寸

j

E

l

j

;
一
ノ
イ

二
日
ウ
ハ
じ
い
そ
丹
市
求
は
柴
刈
さ
れ
て
い
る
υ

河
川
小j

i

父
捗
訴
訟

じ〉

つ
ご
い
な
い
時
代
ず
り
、
お
い
極
的
に

1
本
の
裁
判
所
を
利
汎
し
し
い
た
撤
「
が
窺
え
る

U

カ
l
ク
ウ
ソ
ド
は

F
級
法
判
所
じ
ふ
け
ノ
洋
の
事
付
に
つ
U

て

{
崎
市
の
判
伏
ム
宏
、

z
へ
辛
慌
で
は
七
件
の
判
、
比
い
を
待
て
い
七
」
、
っ

一
八
七
七
年
第
ハ

J
C
〈
ノ
一
五

5
の
判
伏
文
六
に
一
明
ム
川
年
弟
拾
九
号
ム
ザ

E
r
半

J紋
判
所
本
校
一
ヤ
等
裁
判
所
ハ
持
訴
ス
ル
者
可
坂
長 ;" 
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ス
ル
『
事
ヲ
一
正
話

1
1
J

弓
ン
タ
υ

故

ノ
閑
デ
ザ
セ
ン
訴
訟
ハ
別
段
ナ
リ
ト
ス
ル
法
律
ア
ブ
サ
〆
ハ
桜
子
¥

初
審
九
批
判

へ一j

品、ン

明
ノ
裁
礼
一
六
服
卜

td裁
河
川
ノ
夜
番
ヲ
求
K
A
一
七
ノ
別
長
一
担
訴
ー
ァ
ー
と
あ
ゐ
ょ
う
仁
、
明
治
↓
ハ
ゾ
午
第
ぃ

1
2之
戸
吉
jl!
日t
裁
判
刈

章
程
は
内
外
安
川
り
長
訟
に
お
い
て
も
北
則
と
す
る
こ
と
が
て
き
た

J

さ
ら
に
、

カ
ク
ウ
ソ
ド
は
同
点
訟
で
は
訴
訟
費
市
の
説
求
の
一
心

ス
も
提
起
L
h
J
O

均
一
札
支
持
訴
4
7引
明
、
は
裁
判
中
げ

υ
資
況
も
な
く

訴
訟
費
用
の
敗
訴
者
ね
担
原
刻
、
も
採
弔
主
れ
て
い
な
か
っ
た
口

し
、
長
田
、
汁
一
品
士
ど
ち
は
な
ん
い

h

訴
訟
費
増
請
求
の
示
、
ズ
を
提
起
し
、
卒
川
川
で
は
「
川
県
土
ロ
ハ
被
パ
U

二
汁
、
J

円
円

r
h
i
rヰ
1

μ

日立いいい

七
日
十
二
万
一
円
廿
八
日
被
告
ノ
不
安
二
川
リ
延
期
析
成
タ
ル
安
話
、
:
ン
一
ア
つ
八
拾
味
合
計
一
一
円
弐
松
弗
ヲ
同
一
一
抗
一
ノ
ヘ
エ
事
一

と
い
与
示
作
活
求
日
刻
1
て
、
被
ι門
が
担
乙
止
不
安
を
し
七
円
の
け
品
告
本
人
伝
上
び
代
一
百
人
の
交
通
質
実
資
分
の
み
が
託
山

土
人
は
h
i

税
政
判
所
一
じ
五
件
の
ド
件
に
つ
レ
て
八
述
の
判
決
を
保
て
お
り
、

i

八
雫
院
P
も
川
件
の
事
れ
や

J

山一T
H
K
L
、
判
決
企
得
て
い

一コる
っ
特
に
一
比
七
六
乞
十
二
月
二
仁
川
に
判
決
が
出
さ
れ
た
江
町
一
一
下
記
官
会
話
点
一
件
」
は
控

J

叶

i
E
f続
詳
の
放
判
所
刻
敗
千

4

続

に
ヘ
ノ
い
て
土
同
側
と
の
協
議
、
か
私
?
…
「
阿

q
l
一
日
一

出
後
で
あ
り
、
ま
ど
設
判
所
礼
町
・

j
H杭
h
t
J

の
晃
一
れ
も
出
さ
れ
ど
い
な
い
川
町

叩
ベ
で
あ
づ
た
に

一
プ
ア
ゲ
も
一
戸
入
仁
i

ハ
が
か
ら
内
外
父
渉
訴
訟
u
y
件
J

ご
ス
打
、
三

下
殺
設
判
断
で
辻
江
川
刊
の
与
件
で
判

LH2
待
て
ド
る
r

リ
J
J
4
ノ
ソ
ィ
ル
ド
も
下
幅
制
裁
判
所
お
d

ひ
i
八
百
院
の
引
件
ー
宅
入
任
1

J

て
V
Q
J

仰
は
他
の
り
ア
日
刊
汗
?
叫
す
人
r
つ
が
内
外
交
渉
訴
訟
に
詰

同
相
的
〈
は
な
く
な
う
た
一

八
八
刈
年
以
降
も
コ
フ
き
読
さ
バ
日
記
じ
す
ち
、

一
八
八
八
年
二
月
二
ヘ
リ
は
「
干
形
詰
ぷ
ノ
訴
訟

じ
っ
し
て
、

一
八
九
コ
ム
守
士
一
日
一
八
円
は

似
町
村
長
ご
経
質
J
V

苔
生
前
本
ノ
訴
訟

77、
内
外
交
試
合
出

心
、
勝
河
川
刊
況
を
い
A
d
p
f
o
u

央
付
弁
一
日

は
立
替
金
、
ぷ
訟
法
吊
、
損
害
防
償
請
求
長
訟
お
よ
び
一
一
匡
筒
叩
人
約
や
船
舶
、
鉱
山
に
調
わ
る
一
訴
訟
h
d
多
い
と
い
っ
特
畿
が
あ
る
口

四

お
わ
け
に

以
の
よ
う
に
単
創
慌
の
円
本
の
裁
判
町
T
長
戸
内
ハ
護
世
が
訴
訟
代
理
を
行
う
て
い
た
こ
と
以

u宜
〈
惨
軒
並
鵡
条
約
れ
!
ハ
条
の
明 か
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(
ん
に
よ
け
山
内
外
交
沙
訴
訟
の
裁
判
権
を
拍
ち
綜
な
か
了
に
片
時
の
口
立
の
状

MJHf」J去
法
令
市
4
1
j

て
変
化
さ
れ
式
る
勤
圏
こ
な
リ
、
次
J

A
上

宍
手
伝
与
の
J
A
訟
税
引
の
協
定
を
終
て
も

リ
パ
で
の
ぬ
汁
所
で
は
内
外
を
論
J
v

ず
け
す
ん
の
訴
訟
荒
則
弓
一
迫
町
す
る
と
い
う
姿
勢
ど
掴

L
H

上
九
L

を
作
り
川
し
て
い
っ
た
と
己
わ
れ
る

こ
へ

ν

た
事
+
デ
の
積
み
正
ね
は
戸
本
か
内
外
交
沙

rA訟
の
行
将
位
Jγ

持
つ
こ
と
に
最

刊
は
ま
と
難
色
を
不
し
て
い
た
丸
田
公
定
パ
l
ク
ス
を
説
得
し
て
い
く

巾
ム
伺
と
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
日
吋
M

川
ヘ
訴
吊
比
九
苅
の
札
業
を
不

し
た
ハ
/
、
不
ン
、
?
父
川
市
に
あ
た
コ
た
知
事
ウ
ィ
ル
ケ
一
、
/
ゾ
て
も
ま
た
川
久
川
門
弁
誌
で
あ
り
、
判
事
で
あ
っ
h
J
n

rトム一
H
U叫

T

弘、

;
1
1
U
 
内
外
父
必
訴
訟
成
立
の
治
一
在
日
お
い
一
に
来
日
し
て
い
た
史
料
#
護
ー
が
れ
木
の
裁
判
所
に
も
捷
数
々
有
山
γ

じ
し
て
い
た
こ
と

日

h
e

一¥十いい
!
i
1
1

7

ノ

d
l
r

月
以
伴
の

I
統
制
引
の
ん
ム
誌
に
J

な
が
っ
た
こ
と
ま
た
絞
ら
が

ヘ
八
川
午
以
降
に
は
円
本
の
m
批
判
所
に
は
あ

ま
り
出
足
じ
な
く
な
る
経
緯
を
明
っ
か
に

L
た

f

英
国
守
一
帯
土
た
ち
の
見
依
ハ
れ
な
治
掃
と
そ
れ
が
法
の
引
い
そ
に
果
と
し
た
役
割
等
は
今

必
刊
の
検
討
一
点
弘

内.fJけよ山内JOJ¥おける共1"1ノf;誌|の役手

(
l
~
こ
の
よ
う
な
訴
訟
オ
ー
作
す
詰
と

L
て
、
公
文
言
の
中
一
、
私
内
外
間
人
間
捗
訴
町
内
外
詞
宏
、
外
国
訴
所
、
外
凶
裁
判
な
ど
峨
々
な
も
の

J

け

い
が
あ
る
が
、
ー
だ
杭
で
は
、
日
行
研
究
ご
み
ち
え
伎
わ
J

ペ
ム

J

つ
斗
山
公
民
宇
統
訂
宇
部
で
弘
司
l
u
b
ゆ
い
と
い
司
令
「
日
外
父
捗
訴
訟
を
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口
代
=
九
の

， 

年
一
月
七
己
」

何
年
一
門
十
九

μ

卜
一
白

「
エ
ー
ル
ク
ウ
v

ド

二
ん
弐
J

試
ふ:

T

肝
台
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仏
間
柄
ヲ
行
一
ア
ル
一
司
法
判
日
j
代
言
九
守
山
守
得
タ
ル
一
一
ア
ラ
ロ
リ
レ
パ
我
法
廷
一
於
ア
代
一
μ
人
ノ
資
比
U
T
F

有
ス
凡
訂
付
作
ル
ヰ
一
ノ
ト
ス
是
向
亡
自
横
浜

市
、
三
]
批
判
所
。
口
矢
代
ゴ
人
ハ
共
法
守
山
守
レ
一
ー
叩

f
央
口
以
清
J

}
代
苔
一
位
J

1

ヲ
符
タ
ノ
一
七
ノ
二
ア
ラ
+
川
力
弘
代
一
]
ノ
資
格
F

F

h

h

ス
ト
ノ
庄

舟
写
以
テ
よ
ァ
州
坤
ノ
、
ァ
同
一
ノ
事
問
プ
リ
(
中
崎
、
以
ノ
政
庁
、
民
ド
ノ
裁
判
権
二
五
ト
ハ
パ
ノ
凶
作
一
プ
川
ス
ル
予
知
J

ノ
ル
円
以
千
古
ク
術
事

理
ノ
よ
公
川
白
河
裁
判
ア
ノ

J
J

ロ
ノ
ヱ
苧
照
快
也
」
一
ぬ
[
λ
L
Z

(
斗
」
前
村

U
f
N
-
所
拐
主
引
に
T

一
心
斗
す
し
民
税
L

C

立
一
前
足
旬
、
百
{
ぬ
)
げ
げ
剣
山
科
山
一
司
パ
山
富

R

C
九
一
五
円
勺
一
な
わ
、
八
ん
一
年
の
弁
意
一
は
に
は
凶
給
条
内
子
付
さ
れ
た
パ
に
つ
一
美
、
豆

洞
忠
宅
三
小
古
代
「
ヨ
律
育
J

川
戦
」
に
お
け
る
川
姶
長
川
」
(
午
育
法
学
川
じ
さ
』

J
1

一ハ
J

ハ一じ
r
ご

f

パ
七
七
一
八
頁
寺
山
川

日
前
向
、
日
(
山
川
)
所
持
主
什
中
「
u

汁
務
有
公
市
十
ヒ
己
J
L
)

(
川
叫
~
山
治
十
二
年
司
法
ル
1λ
叩
疋
甲
宗
一
斗
勺
に
よ
り
代
人
は
同
叫
ド
つ
口
ー
の
事
が
ー
を
ス
れ
い
LT
ム
?
と
は
ご
さ
な
川
代
人
に
〉
一
t

て
は
梓
日
本

一
一
夜
一
寸
大
台
注
目
延
い
お
片
品
代
一
門
人
民
人
へ
と
工
ア
年
ー
一
八
八
ハ
ノ
一
牛
哲
同
大
学
法
山
研
究
河
径
二
刈
口
、
ハ
一
一
{
)
旬
、

六
七
礼
人
民
、
一
阪
佐
弘
「
明
治
水
!
人
け
れ
問
日
叫
畑
地
域
に
お
け
る
汀
詫
!
と
主
可
読
l

(
絞
l
人
法
学
人
一
一
巻
一
号
、
九
二
年
)

八
九
一
凶
ニ
可
等
を

ι

子
二
月
一
れ
え
い

l

{
日
日
本
村
三
川
氏
問
弁
議
士
と
京
一
一
山
す
ム
ヱ
吻
ム
ー
に
は

r
H
H
E
A
R
j」
ω
C
ト
己
目
白
川
り

F
方
を
台
む
。
な
お
、

M
y
y
h
を
区
別
寸
1
2
Q

場
合
L

は
小
ル
ル
口
字
、

古
川
弘
氏
伊
語
辞
ハ
』
附
花
い
れ
、
、
白
1

い州中叫

J
Y
¥
}
2
1
2
2
は
一
「
ら
は
)
弁
喝
之
亡
、
去
、
一
r
p
C
吋
は
ヂ
ん
車
内
弁
作
一
」
式
記
寸
7
m
y

へ
叫
前
一
利
引
~
1
」
民
沼
「
4
J
Z
7
4川
外
お
航
時
代
に
お
け
る
情
事
千
代
判
決
l

胤
山
花
日
記
に
つ
一
い
て
の
川
元
一
と
森
川
回
明
治
切
に
お
け
る
外
忠
人

間
係
技
刊
二
」
に
よ
っ
て
内
外
父
捗
訴
訟
の
事
引
け
抗
事
件
山
谷
に
コ
い
て
の
校
討
が
ム
灼
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
本
穏
で
は
川
市
丈
ヂ
取

り
げ
て
け
な

7

卜
つ
い
て
悶
緊
に

5
る
よ
う
に
製
表
し
た
一

J

(
d
」
清
巳
人
の
訴
訟
旧
れ
た
は
円
太
人
同
=
の
訴
よ
と
同
柊
で
£
ノ
、
在
4
f
d
一
軒
川
内
し
て
ー
な
し
碍
〈
守
口
言
、
ち
交
立
で
主
た
{
削
材
、
け
f
t
M
-

号
内
外

九
人
一
伊
川
例
類
事
{
一
正
叫
泊
十
一
↑
正
T
h
f

月
八
日
ド
日
ん
μ
!
大
以
政
判
一
叫
川
一
月
仙
川
一
)
、
一

ヘ
叫
叩
)
林
原
υ
九
二
H
V
r
F
m
部
十
人
H

H
吉

E
i
j
一耐…共

d

続
ヨ
か
ら
え
た
川
F4l

矧
の
民
事
裁
判
一
〆
恒
川
社
、
一
戸
V

戸
、
五
五
一
の
去
っ
h

-

)

}

と芳一

T
M
}
日
}
刀
、
η

凡
そ
の
」
吉
川
割
託
子
副
議
「
る
と
、
八
七
八
年
か
コ
一
へ
八
一
九
の
院
は
一
対
}
凶
討
を
作
一
持

L
し
U
L
粁
ほ
?
あ

7ω

ヘ
叩
出
(
川
円
二
部
ノ
掲
4
r
e
凶
合
併
比
一
を
も
一
月
九
九
た
日
一
た
日
し
、
八
八
午
い
レ
υ

降
ド
什
白
川
似
に
州
寸
法
h

よ
る
終
町
什
数
古
増
X
心
計
は
I
九

J
J
日4

工
、
い
ツ
伝
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ヘ
日
た
と
え
ば
、
{
ム
衣
1
}

り
デ
ィ
キ
シ
ズ
は

y
、
こ
h
4
に
剤

H
し
て
い
る
が
、
M
T
?
に
く
ト
ミ
で
は
ヘ
カ
六
年
ま
で
円
十
弘
前
江
川
ト
L
八
品

作
記
哉
ι
β
J
め
る
刷
川
ω誌
に
、
カ
i

ク
ヲ
y
ド
も
一
九
{
U
年
じ
離
H
7
2
7
」
い
る
J
じ
介
内
、
一
弘
一
令
ー
ま
で
日
古
呼
出
J
に
氏
判
の
記
ぬ
が
あ
る

(
日
J
そ
の
氏
伯
仲
問
、
一
一
八
i
r
r
来
い
の
ロ
2
お
ま

(
g苦
同
一
八
七
阿
4
I
不
同
の
に
高
三
D
F
r
E
↓
八
七
ヘ
)
会
長
己
の
口
同
一
五

い
cナ

Z
)
司
ノ
ー
ヘ
ノ
i
午
来
』
の
T
E
n
-
戸
々
と
γ
ミ
〆

r
rで
あ
ふ
コ
戸
}
の
同
名
に
J
V
て
ば
子
主
~
F
O
E
-
を
ど
だ
一
?
と
主
主
」
与
さ

pwバVUJc

h
と
え
に
仁
氏
乞
の
同
州
殺
が
な
か
っ
お
こ
ど
を
v
J
、
-
5
5
2
問
主
己
主
3
H
w
h
f
r
v
o
E
〉
~
注
目
F
ど
の
つ
E
E
口
A
E
W
戸
日
♀
ハ
5
1
片
の

γn巨
5
4
5
1
口
氏
]
に

え
に
佐
d
L
て
い
た
だ
い
ι

叫
泊
し
て
羽
リ
を
去
じ
た
い
内
た
だ
、
E
P
F
ヌ
ご
〉
一
?
コ
ピ
p
h
h
h
N
E
ミ
ヘ
さ
言
言
問
、
え
を
え
E
k
s
f
h
y
r

白
星
}
ロ
F
L
4
1
f
さ
そ
さ
い
出
品
目

y
w
に
よ
札
ば
、
一
ヘ
七
一
年
同
占
で
事
務
弁
護
士
の
苅
休
で
あ
る
J
U
J
L
Z
司
却
。
2
2
4
に
所
属
〆
、
い

る
の
は
7

ノ
は
ノ
で
字
~
務
を
日
(
亡
い
ゐ
人
ム
庁
の
v
l
分
l
d
過
ぎ
な
い
と
あ
り
、
事
務
れ
J
A
E
m
!
の
同
能
什

1小
川
r
疋
は
む
さ
4
1
u
-

(
立
~
グ
ン
カ
/
は
前
拐
注
マ
三
露
出
J
判
明
一
治
ヘ
年
の
司
法
改
芋
と
い
r
p
外
向
指
L

に
お
1
て
仲
U
K
Lパ
議

J
z
q
L
L
M
J
ア
人
物
と
こ
」
れ
て
と

1

1
4い
、
民
ぶ
の
記
載
可
員
長
法
行
一
か
ー
ト
町
推
す
る
と
事
務
弁
立
高
官
三
一
二
J
の
バ
じ
は
な
い
ー
か
J
仏
法
吋
設
工
の
ほ
ム
川
h
h
h
一

ιτ
グ
し
」
吏
v
t

は
斗
と
す
る
か
代
古
人
一
戸
込
さ
れ
d
d
場
ム
が
多
い
よ
与
に
邑
わ
れ
る
η

}

〕
か
?
一
、
い
u
q
れ
も
引
な
止
。
氏
名
か
わ
か
ら
ず
拡
認
も
取
れ
と

う
)
と
の
で
{
l
r
i
}
い
は
尚
一
帆
J
な
カ
つ
だ
な
お
、
本
品
川
「
ば
1
4
T
同
に
佐
山
を
「
一
て
F

一
た
め
、
位
自
の
辻
、
苦
斉
北
村
J
r
一
方
午
、
「
己
木
の
裁
判

夙
一
一
内
外
交
捗
訴
訟
代
刊
を
認
め
れ
ヘ
叫
刊
に
つ
一
い
て
は
掲
仇
し
て
い
士
い

ヘ
川
神
ノ
日
向
初
日
代
人
ジ
マ
〆
ク
レ
?
な
る
人
物
も
仙
松
山
引
の
事
叶
J
Z
丘
一
〕
ぐ
い
と
が
、
詳
細
は
川
別

ν
な
か
う
が

へ
川
一
ワ
グ
4
シ
ズ
の
川
町
汀
林
じ
っ
い
E
は
秋
川
岳
山

H
i小
学
者
ワ
〆

e

ノ
け
ツ
ク

V
-
ヂ

J
キ
ン
ス
(
村
奈
川
十
¥
J
7
評
論
プ
ソ
ク
ノ
ヂ
ッ
ト
5
」
「

(bf糸
の
本
苫
片
山
、
↓
(
じ
り
じ
ノ
十
)
香
山

k

(
町
一
一
フ
ウ
グ
ー
の
符
履
い
つ
け
て
止
、
手
久
代
v
r
h
郎
;
ハ
桜
山
外
同
人

H
佐
々
え
化
」
へ
脱
出
向
山
版
会
、
一
!
九

t
六
午
)
同
九
ハ
ワ
封
、
伊

藤

久

ヱ

弓

ワ

グ

夫

叉

に

も

に

横

一

μ
u也
地
の
お
十
一
に
」
(
以
畑
氏
い
恥
借
資
料
断
一
高
一
歩
引
よ
こ
は
ま
人
物
ぷ
L
r
史
を
町
内
h
七
刊

人
』
神
古
川
一
F
司
叶
、
I
h
力
五
七
」
九
一
八
一
{
、
二
一
H
、
訴
時
多
士
一
己
十
九
-
横
浜
川
市
一
川
五
、
民
地
に
照
正
人
々
市
池
小
に
つ
問
実
i
人
震
え
ま

じ
(
メ
J
附
け
旬
、
一
っ
と
」
丸
一
一
司
K
品
川
に
一
y
ウ
タ

1
に
一
リ
し
に
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
じ
さ
れ
と
い
主
い
こ
l
一
ど
け
そ
こ
こ
に
一
正

し
て
お
き
た
い

υ

一
人
以

7
午
に
又
誌
を
亡
く
し
た
う
ヴ
グ
ー
は
一
ヘ
五
年
つ
八
紘
一
¥
の
わ
h
は
人
丁
貨
制
の
手
K
G
J
2
1
工
C
4
5
一
で
位

同
三
エ
し
て
い
た
-
H
H
r
c
E
戸
ロ
口
紅
内
戸
三
円
に
5
5
3
T
E
R
E
-
L
M
M
R
日
目
。
は
む
丘
町
戸
(
「
こ
「
ロ
ロ
P
E
E
(
「
ロ
丘
二
同
っ
さ
に
内
了
℃
出
(
Y
2ド
E
M
F
3
2
f
F
竺
。

こ
の
つ
祝
日
，
コ
ヰ
は
巧
己
主
主
写
山
己
と
つ
三
じ
ら
い
り
、
経
沖
J
J
社
会
的
な
宋
推
す
ね
え
る
川
し
4
E

の
と
め
の
d
y
川
氏
子
代
で
あ
る
〕
伺
U
N
t
m
t
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土
で
同
校
了
J
V
仁
川
w
b
kつ
が
あ
る
円
E
E
E
r
口
言
え
に
フ
ワ
ダ
ム
J
八
五
九

4
一
月
判
H
h
同
校
号
退
月
L
t
い
る
こ
と
を
珂
ベ
ピ

沿
い
に
コ
寸
チ
J
て
明
起
を
r
i
v
J
い
一
ワ
ウ
J
4
2
は
守
一
バ
ニ
ヘ

υ
↑
ー
一
一
月
に
通
託
生
内
弐
殺
に
宍
取
〆
、
井
試
k
m
E
安
京
一
一
よ
ー
さ
れ
、
合
格

(
4
7

北
伊
藤
諭
i
J
人
の
ほ
か
叶
ご
さ
え
て
斉
問
、
、
切
に
与
ミ
ミ
ご
と
と
や
氏
、
詩
人
出
r
h
u
k
v
c
h
z
F
H
F
7
5
H
お
き
に
は
弓
{
ノ
グ
!
の
試
朕
〈
打
格
の
記

事
が
ね
載
さ
れ
て
い
q
J
な
お
、
ワ
ウ
グ
ー
の
来
日
平
可
1
江
同
ヘ
ノ

0
4
心
月
川
u
i
で
あ
合
主
こ
主
¥
仇
ヌ
C

吋
】
一
一
月
一
一
石
川
の

オ
ー
ル
コ
y
ク
の
ー
司
F
h
R
p
v
r
c
E
J
O
H
H
と
「
7
~
L
2
名
の
一
一
賀
川
臥
生
の
百
九
1
竺
ほ
告
が
y
d
v
三
、
フ
ウ
ダ
は
一
九
仁
〆
)
午
』
乃
一
日

い

コ

だ

ん

前

円

、

制

ヰ

一

汀

へ

U
い
一
5
0
一
円
f
T
円
仁
人
u
r
、
パ
リ
ス
タ
f
H
出
口
L
J
(
泊
、
九
三
人
P
0
1
z
n
h
H
2
5
5
p
h
V
X
2
2
2
c
-

?
に
ハ
之
江
》
L
P
ミ
ポ
弘
に
h
ι
弘
主
主
主
王
子
会
決
、
子
主
(

U

(

足
芸
℃
に
山
ム
ヨ
司
c
r
c
い
い
戸
時
芯
の
で
の
泊
、
常
山
戸
山
知
f
i
「
J
F
一
フ
ウ
J
d
l
円
高
司
戸
市
~
A
Z

寸
川
払
"
の
H
木
戸
|
|
成

μ

霊
収
支
一
記
に
つ
1
u
て
|
|
」
戸
回
乞
「
口
口
刊
パ
J
号
、
心
リ
一
九
乍
)
士
1
0即
)

(
羽
~
じ
川
、

ι

ト
ノ
、
J
F
八
凶
一
八
八
ヘ
)
;
二
づ
戸
ノ
タ
}
(
八
戸
一
L
ヘ
ノ
一
〆
は
斗
ヘ
~
八
ハ

7
一
年
に
〕
炭
と
一
八
成
で
、
庁

ト

円

二

ヘ

可

J

一

9

4

九

一

は

八

六

一

年

に

一

ん

械

で

、

ワ

レ

寸

ン

リ

〆

二

九

q

O

九

、

一

に

一

八

ハ

刈

牛

に

司

」

研

工

通
訳
主
と
ヲ
エ
よ
荒
川
u
v
、
い
る
一
一
m
J
己
で
あ
っ
た
デ
ノ
キ
ン
ご
二
八
一
一
八
ぺ
一
丘
、
は
ー
ハ
歳
一
へ
口
ー
ニ
ー
一
行
吋
時
期
ド
二
ン
ス
リ
ー

も

泊

訳

生

と

な

り

ニ

r

ェZ
H
ふ
ア
T
F
Z
一
主
主
己
完
己
戸
2
戸
有
力
2
z
c
一
子
t
5
2
5
一
子
q
F之
Z
J
手
、
F
¥
ミ
ミ
テ
へ
た
グ
一
ミ

h
S
5
ミ
L
r
u
に
E
E
Z
c
日
ジ
F
J
吋
同
戸
、
羽
)
℃
℃
E
M
U
-
J
三
口
、
竹
J
誌
は
川
共
5
る
が
ボ
↑
へ
一
八
h
t
一
h
-
y
u
一
八
八
ハ
い
〆
年
通

訳
牛
ハ
一
;
三
、
来
日
、
そ
の
U
弘
片
山
市
阿
)
亡
、
打
長
官
L
パ
川
安
門
川
存
、
丹
ヶ
人
円
日
常
に
在
H
j
ヘ
γ

此
山
村
武
1
J
F
了
ム
ヤ
佐
弁
事
ι
士

刊

h

F
油
J
「
J
一
二
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【
表
２
】
 内
外
交
渉
訴
訟
第
一
審
の
各
国
別
事
件
数
（
1875 -1899)

　
　
　
　
　
年

国
国
　
別

合
計
数

1875
1876

1877
1878

1879
1880

1881
1882

1883
1884

1885
1886

1887
1888

1889
1890

1891
1892

1893
1894

1895
1896

1897
1898

1899

【
表
３
】
 内
外
交
渉
訴
訟
事
件
数
（
1875 -1899)

年
1875

1876
1877

1878
1879

1880
1881

1882
1883

1884
1885

1886
1887

1888
1889

1890
1891

1892
1893

1894
1895

1896
1897

1898
1899

清
（
中
 国
)

イ
ギ
リ
ス

ド
　
イ
　
ツ

ア
メ
リ
カ

フ
ラ
ン
ス

ス
　
イ
　
ス

デ
ン
マ
ー
ク

そ
　
の
　
他

43631318 
16 5 
20 
18

40 
37 
15 8 7 5 
11 5

24 
31 
15 
10 
12 5 8 
12

16 
16 
22 4 
10 5 4 7

30 
24 
22 6 
16 6 1 5

47 
25 
35 
11 1 6 2 6

41 
29 
41 
13 9 1 0 6

26 
29 
34 7 
13 5 0 3

27 
24 
21 6 7 8 2 3

37 
13 
12 4 6 4 1 1

27 
31 8 8 
11 5 0 3

27 
23 
10 7 
19 8 0 1

24 
28 9 6 9 0 0 2

28 
25 
10 
10 3 1 0 
11

34 7 8 8 3 0 0 
10

21 
11 
10 8 1 0 0 
10

27 
10 6 7 2 0 0 8

25 
13 4 2 3 1 0 
12

36 
25 
17 9 5 0 0 6

20 
48 
25 7 8 2 1 4

24 
19 
11 7 5 0 0 6

92 
60 
42 
24 
16 1 4 
24

716 
591 
390 
190 
182 
68 
54 
163

外
国
人
国
名

事
件
数
計

407
360

254
197

128
117

84
110

133
140

117
98

78
93

95
78

115
72

88
70

61
60

60
98

264

　
(注
１
) 「
そ
の
他
」
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ロ
シ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
朝
鮮
（
韓
)・
ベ
ル
ギ
ー
・
ス
ペ
イ
ン
・
ル
ー
マ
ニ

　
　
　
　
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ペ
ル
シ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
英
領
イ
ン
ド
・
ト
ル
コ
を
含
む
。

　
(注
２
) 「
外
国
人
国
名
事
件
数
計
」
と
国
別
事
件
数
の
合
計
が
合
わ
な
い
年
が
あ
る
。

　
(注
１
)　
括
弧
内
の
数
値
は
内
数
で
，
控
訴
裁
判
所
を
初
審
と
す
る
訴
訟
件
数
で
あ
り
，
1878年

以
降
の
内
数
は
全
て
日
本
政
府
に
対
す
る
訴
訟
提
起
件
数
を
示
す
。

　
(注
２
)　
1875年

の
控
訴
審
は
上
等
裁
判
所
と
司
法
省
裁
判
所
の
件
数
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
，
初
審
の
件
数
も
混
在
し
て
い
る
。

新
　
受

旧
　
受

総
　
数

第
 一
 審

新
　
受

旧
　
受

総
　
数

控
 訴
 審

新
　
受

旧
　
受

総
　
数

上
 告
 審

――407

――360

――254

――197

――129

――117

―― 84

――21＋
8

――24(14)

――16

――30(5)

――21(8)

――21(3)

――17(6)

――  5

――  2

――  3

―― 10

――  7

――  3

――  7

100 
 10 
110

122 
 11 
133

105 
 35 
150

 81
 36 
117

 84
 31 
115

 70 
 26 
 96

 90 
 18 
108

 89
 15 
104

 95 
  9 
104

108 
 26 
134

 66 
 19 
 85

 81 
 13 
 94

 78
  6 
 84

 63 
 15
 78

 59 
 17 
 76

 62 
 16 
 78

104 
 18 
122

194 
 24 
218

18018

24731

21627

16521

15722

12416

15217

21223

25429

23629

29938

15823

459

7411

16117

9211

17421

22830

808

415

2 0 2

1 1 2

2 1 3

2 0 2

0 1 1

4 0 4

5 4 9

6 3 9

11 0 
11

5 4 9

3 0 3

2 0 2

4 0 4

1 2 3

3 0 3

2  1 3

――――
 
――
 
―
 
―

――――
 
――
 
―
 
―

――――
 
――
 
―
 
―



1009080706050403020100

(％
)

450

400

350

300

250

200

150

100500
1875

1876
1877

1878
1879

1880
1881

1882
1883

1884
1885

1886
1887

1888
1889

1890
1891

1892
1893

1894
1895

1896
1897

1898
1899

裁
判
／
判
決
　
　
　
　
欠
席
判
決
　
　
　
　
　
解
訟
／
和
解
　
　
　
　
　
却
下
　
　
　
　
　
願
下

棄
却
　
　
　
　
　
　
　
終
局
そ
の
他
　
　
　
　
未
決
　
　
　
　
　
　
　
　
終
局
合
計
（
数
）

　
(注
) 「
終
局
そ
の
他
」
の
欄
に
は
「
其
他
ノ
結
果
」
「
刑
事
廻
」
「
被
告
失
踪
ニ
付
証
書
ニ
裏
書
シ
テ
下
付
ス
」
の
合
計
を
記
し
て
あ
る
。

【
図
１
】
 内
外
交
渉
訴
訟
第
一
審
の
訴
訟
結
果
（
1875-1899)

382
382
382

257
257
257

909090
747474

999999
98 9898
104
104
104

868686
989898

787878
93 9393

959595
78 7878

115
115
115

727272
888888

707070
616161

606060

989898

162
162
162

606060

(件
)

198
198
198

141
141
141

969696


